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高
萩
開
発
株
式
会
社
砥
は
、

茨
城
百
景
の
一
つ
で
あ
る
尚
戸

海
岸
一
帯
を
占
め
る
景
勝
の
地

に
〃
ピ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
〃
を
建

設
し
、
こ
の
ほ
ど
店
開
き
、
毎

日
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
て
い
主
す
。

そ
こ
で
こ
の
施
設
の
概
要
や

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
紙
上
に
報

道
ざ
れ
て
い
ま
す
水
の
犠
牲
者

を
な
く
す
た
め
の
ご
汪
意
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
、
残
り
少
な
い

み
な
さ
ん
の
夏
や
す
象
を
、
楽

し
く
明
る
い
も
の
に
し
た
い
も

で
す
。回

施
設
の
ご
案
内

○
大
ザ
ー
ル
、
小
プ
ー
ル
の
二

つ
の
・
フ
ー
ル
は
県
下
で
初
め
て

の
鋼
製
プ
ー
ル
、
○
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
○
パ
ン
ガ
官
Ｉ
、
○
キ

ャ
ン
プ
用
貸
テ
ン
ト

入
園
料
…
：
．
大
人
百
円
、
高

校
生
七
十
円
、
小
中
生
五
十
円

◎
必
ず
準
備
運
動
を
・
・
：
：

水
泳
上
の
注
意
を
守
る

○
人
を
つ
き
落
し
た
り
、
沈
め

た
り
、
溺
れ
る
ま
ね
は
や
め
．

ま
し
よ
う
。

○
準
備
連
動
は
必
ず
い
た
し
ま

１
レ
平
生
‐
貝
ノ
。

○
続
い
て
長
く
泳
・
か
な
い
。

○
食
事
後
一
時
間
は
休
み
、
寝

不
足
、
疲
労
、
腹
の
す
い
て

い
る
時
、
シ
・
ヘ
ル
ク
リ
ン
陽

転
者
は
泳
が
な
い
。

○
急
に
深
く
な
る
と
こ
ろ
、
水

底
に
岩
、
水
草
な
ど
の
は
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
泳
が
な

い
で
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
に
お
い
て
、
昭
和
四
征
矢
勉
本
町
三
の
三
○

十
年
度
よ
り
県
下
の
全
市
町
村
松
本
基
下
君
田
ズ
一
天

に
青
少
年
桐
談
員
を
設
置
し
て
鈴
木
徳
樹
横
川
二
四
六

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
根
本
昇
島
名
三
一
空

と
に
な
り
ま
し
た
。
宇
佐
美
忠
安
良
川
六
六
四

市
に
お
い
て
も
二
十
名
の
相
仲
田
卓
高
浜
町
一
二
の
一
児

談
員
を
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
の
佐
藤
元
朝
上
手
綱
一
、
室
充

で
次
の
方
な
に
お
気
軽
に
相
談
大
部
良
雄
秋
山
一
三
己

し
て
下
さ
い
。
大
崎
宥
人
春
日
町
一
丙
売

相
談
員
住
所
横
山
正
貢
大
和
町
三
の
一
美

柴
田
智
男
本
町
一
の
五
七
椎
名
文
雄
本
町
二
の
六
二

伊
藤
一
三
・
男
安
良
川
一
、
亮
一
◇
相
談
員
は
ど
ん
な
仕
事
を

北
村
男
太
郎
春
日
町
一
の
三
す
る
の
か

樫
村
甫
中
戸
川
ゴ
ー
全
○
子
供
の
各
般
の
問
題
に
つ
い

平
山
俊
郎
島
名
二
、
三
一
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
特
に

小
野
正
道
赤
浜
一
、
夫
一
性
格
上
の
こ
と
、
経
済
上
、
教

鈴
木
朝
夫
東
本
町
一
万
空
育
上
の
諸
問
題
。

須
田
勝
好
有
明
町
一
二
の
莞
○
子
供
会
の
作
り
方
．
運
営
の

沼
田
富
美
穂
上
君
田
二
四
八
方
法
な
ど
。

全
域
に
子
供
会
を
作
り
ま
し
ょ
う

○
遊
び
を
忘
れ
た
子
供
た
ち
実
情
に
応
じ
て
適
切
な
判
断

○
遊
ふ
場
所
を
と
り
あ
げ
わ
れ
を
下
す
判
断
力

た
子
供
た
ち
み
ん
な
と
仲
よ
く
す
る
協
調

○
家
に
兄
弟
姉
妹
も
少
な
く
、
性
：
き
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を

地
域
の
子
供
も
少
な
い
守
る
導
法
精
神

○
自
然
の
世
界
か
ら
ト
ン
ボ
も

忍
耐
力
や
正
義
感

メ
ダ
カ
も
消
え
て
行
き
、
子

供
の
夢
を
育
て
る
世
界
が
く
こ
れ
ら
の
こ
と
は
大
人
が
口

づ
れ
て
い
き
ま
す
先
で
い
く
ら
指
導
し
て
も
子
供

子
供
は
遊
び
の
中
よ
ｈ
”
、
身
の
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま

に
つ
け
る
多
く
の
こ
と
が
あ
る
せ
ん
。
子
供
が
集
団
の
中
で
も

の
を
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て

よ
き
指
導
者
の
も
と
の
子
供
会
身
に
つ
く
も
の
で
す
。

は
、
子
供
の
人
格
形
成
に
大
き
高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

な
役
割
を
果
す
も
の
で
す
。
〃
青
少
年
補
導
推
進
委
員
会

仲
間
を
リ
ー
ド
す
る
統
卒
力
〃
青
少
年
相
談
員
連
絡
会

青
少
年
相
談
員
制
度
を
設
置
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た
び
た
び
市
報
や
そ
の
他
の

方
法
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
、
農
地
報
倣
の
請
求
手
続
が

ま
だ
す
ん
で
い
な
い
方
が
た
く

さ
ん
お
り
ま
す
。

予
定
の
ま
だ
半
数
は
申
請
が

済
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

高
萩
郵
便
局
舍
が
完
成

農
地
報
償
の
請
求

八
月
一
日
よ
り
業
務
開
始
Ｉ

手
続
き
は
お
早
く

請
求
期
限
は
来
年
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。
期
限
が
過

ぎ
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
報
償

も
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
お
早

目
に
手
統
き
を
し
て
下
さ
い
。

」 昨
年
の
十
二

月
よ
り
新
築
工

事
が
始
め
ら
れ

て
い
た
高
萩
郵

便
局
局
舎
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し

八
月
一
日
よ
り

業
務
“
か
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
局
舎
は

廷
面
積
五
九
八

平
方
ゾ
．
Ｉ
ト
ル

で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
地

上
二
階
の
近
代

建
築
技
術
か
と

り
入
れ
ら
れ
、

お
客
さ
ん
の
サ

ー
ビ
ス
本
位
に

配
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
工
事

費
一
八
四
○
〃

円
、
敷
地
面
積

一
○
九
一
平
方

メ
ー
ト
ル
。

聯
そ
こ
で
今
後
、
新
た
に
土
地
を

買
っ
て
住
宅
を
新
築
十
る
人
、

相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ
っ
て
資

産
の
継
承
を
受
け
る
人
達
の
た

め
に
、
税
の
知
識
．
税
の
軽
減

の
特
例
な
ど
を
中
心
に
税
の
解

説
を
し
て
麩
ま
し
た
。

■
税
の
種
別
所
属
等
は
・
・
‐

■
固
定
資
産
税
（
土
地
、

家
屋
償
却
資
産
）

固
定
資
産
税
は
昭
和
二
十
四

年
ま
で
は
地
祖
税
、
家
屋
税
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
昭
和

公
園
、
墓
地
、
古
墳
、
病
院

看
板
ｏ
広
告
塔
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
社
寺
、
教
会
、
海
浜
、
橋

ト
ン
ネ
ル
、
石
垣
、
よ
う
壁
、

の
表
示
は
必
ず
許
可
を
〃
．
街
路
樹
ボ
ス
ｈ
ガ
ス
タ
ン

ク
、
記
念
碑

県
で
は
、
年
々
増
加
す
る
広
許
可
を
う
け
て
下
さ
い
ま
た
、
電
柱
、
街
路
樹
、
街

告
物
か
ら
街
や
自
然
の
美
し
さ
野
立
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
灯
柱
の
類
に
は
ポ
ス
タ
ー
立
看

を
ま
も
る
た
め
に
「
屋
外
広
告
は
も
ち
ろ
ん
、
自
一
ロ
の
商
店
の
板
は
絶
対
に
表
示
す
る
こ
と
が

物
条
例
」
を
設
け
て
、
広
告
物
屋
根
や
敷
地
に
、
商
号
や
会
社
で
き
ま
せ
ん
。

の
乱
立
を
規
制
し
て
お
り
ま
す
名
を
表
示
し
た
と
き
で
も
、
十

な
蕊
、
広
告
物
の
許
可
に
つ

今
後
は
次
の
こ
と
が
ら
に
注
意
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と
き
い
て
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い

し
て
街
や
自
然
の
美
を
ま
も
る
は
許
可
が
必
要
で
ず
。

方
は
、
高
萩
土
木
事
務
所
へ
お

た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
二
、
次
の
場
所
、
物
件
に
は
広
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
、
屋
外
に
広
告
す
る
と
き
は
告
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て

電
話
高
萩
局
二
一
二
二
番
へ

必
ず
、
高
萩
土
木
事
務
所
の
い
ま
す

（
県
土
木
部
計
画
課
）

▽
、
、
や
．
、
屯
唾
苓
舎
瀬
。
》
鼠
＆
ふ
ぐ
吋
曙
喀
喀
竃
吋
嬉
ぎ
ふ
ぶ
、
○
甲
、
、
６
勺
、
、
、
Ｌ
今
、
ふ
き
寛
電
②
§
愚
冒
』
唖
、
蕊
詞
闘
、
翁
、
ｌ
金
６
や
１
用
●
‐
、
６
＄
‐
Ｌ
§
殉
、
馬
黙
馬
爲
謁
、
唾
対
馬
蕊
唖
曾
、
ｑ
電
酬
融
、
４
寺
‐
Ｌ
、
１
令
申
、
、
余
町
韻
ふ
詞
試
郡
愚
、
諸
蕊
弼
、
§
曵
誤
高
、
唾
哩
罰
ａ
、
ｌ
Ｆ

§ 唖

戦
後
二
十
年
を
す

ぎ
、
わ
た
く
し
た
ち

の
生
活
も
非
常
に
向

上
し
、
衣
、
食
、
住

の
う
ち
、
衣
、
食
は

不
自
由
を
感
じ
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
住

は
ま
た
ま
だ
不
足
を

し
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
新
築
家
屋

な
ど
も
建
工
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
な
か
な

か
お
い
つ
き
そ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。

業
用
の
磯
械
設
備
等
）
を
加
え

て
固
定
資
産
税
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。岡

定
資
嘩
税
は
市
民
税
と
共

に
市
財
政
の
根
幹
を
な
し
、
高

萩
市
の
昭
和
四
十
一
年
度
の
税

収
入
見
込
額
一
億
七
千
万
円
の

四
八
％
八
千
二
百
万
円
が
固
定

資
産
税
で
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
毎
年
一
月
一

日
現
在
で
、
市
内
に
弍
仙
領
家

二
十
五
年
に
大
き
な
税
制
の
改

正
（
／
キ
ー
づ
勧
告
）
に
よ
り

士
地
家
屋
に
償
却
資
産
（
事

種
別

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

不
動
産
取
得
税

相
続
税

贈
与
税

登
録
税

ｊ
ｒ

土
地
と
建
物
″

ノ

1

1

国国国県市市月

税税税税税税属

お
り
ま
す
。

今
年
は
地
方
税
法
の
一
部
改

正
か
行
わ
れ
、
土
地
に
対
す
る

価
額
算
定
方
法
が
変
り
、
冬
資

産
の
評
価
に
つ
い
て
は
自
治
大

臣
告
示
の
評
価
基
準
に
基
づ
い

て
評
価
を
し
、
高
萩
市
の
田
、

畑
は
一
○
ア
ー
ル
当
り
平
均
何

万
円
、
宅
地
、
三
、
三
平
方
メ

ー
ト
ル
当
り
何
千
円
、
木
造
、

非
木
造
別
に
三
、
三
平
方
メ
ー

屋
、
償
却
資
産
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
る
も
の
で
、
年
四
回
に

分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

納
税
者

資
産
の
所
有
者

″
〃

〃
取
得
者

〃
相
続
人

〃
贈
与
を
受
け
た
人

登
記
を
す
る
人〔1〕

３
、
伊
０
、
ざ
１
、
爲
禺
訣
丸
愚
ふ
ふ
武
寅
畠
ふ
角
乳
母
唾
鷺
魁
兇
莞
入
、
８
１
、
、
畠
１
，
勺
。
Ｌ
電
唾
雷

ト
ル
当
り
何
万
円
と
い
う
指
示

平
均
価
額
に
合
う
よ
う
に
評
価

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
税

金
を
多
く
と
る
た
め
に
勝
手
な

評
価
な
ど
は
絶
対
に
出
来
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
税
法
に

基
づ
い
て
、
自
治
省
、
県
の
指

導
の
も
と
に
評
価
、
課
税
さ
れ

ま
す
。以

上
で
価
額
の
決
定
が
出
来

ま
す
と
毎
年
三
月
一
日
よ
り
三

月
二
十
日
ま
で
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
税
務
課
に
お
い
て
、

関
係
者
の
縦
ら
ん
に
供
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
分
の
資
産
に
つ
い
て
は
、

常
に
価
額
や
地
積
な
ど
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
決

定
さ
れ
た
価
額
に
不
服
の
あ
る

方
は
、
縦
噴
期
間
の
三
月
一
日

か
ら
二
十
日
後
十
Ｒ
ま
で
の
間

に
、
文
書
を
以
っ
て
高
萩
市
固

定
資
産
評
価
零
査
委
員
会
へ
審

査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
審
査
の
申
出

は
そ
の
年
に
新
に
評
価
の
決
定

を
し
た
も
の
だ
け
壬
き
あ
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
税
務
課
矛
二
賦
課
係
）

’ 気軽に‘‘行政相談”を
’ 恩給、年金、社会教育、学校、社会福祉、

｜ 登記、道路、河川、祖税、公衆衛生、失

I 業保険、郵便、国鉄その他

I 相談員

市内大字上手綱神代虎五郎

444



市報た ぎはか(3) 昭和41年S月10日発行

あ
な
た
の
一
票
は
永
久
選
挙

人
名
簿
で

永
久
選
挙
人
名
法
か
で
き
ま

し
たあ

な
た
は
、
永
久
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か

さ
き
に
調
査
員
か
お
宅
へ
お

伺
い
し
て
つ
く
っ
た
こ
の
選
挙

人
名
接
は
、
象
な
さ
ん
に
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
八
月
二

十
六
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
の

十
五
日
間
、
高
萩
市
役
所
で
お

見
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
永
久
選
挙
人
名
法
は
今

ま
で
の
名
接
と
は
ち
が
っ
て
、

今
后
、
永
久
に
使
用
さ
れ
ま
す

か
ら
、
あ
な
た
の
名
前
が
登
録

”己”ー=

L = 一

蕊
謹

補
充
選
挙
人
名
簿
制
度
が
廃
止

８
．
９
月
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

ー
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
撲
滅
Ｉ

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
必
ず

確
か
め
て
下
さ
い
・

今
回
登
録
さ
れ
る
人
は

１
、
日
本
国
民
で
年
令
満
二

十
年
以
上
の
人
（
昭
和
二
十
一

年
十
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た

人
）

２
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
二

十
日
か
ら
引
き
続
き
本
年
の
六

月
二
十
日
ま
で
本
市
内
に
居
住

し
て
い
る
人

３
、
欠
格
事
項
に
該
当
し
て

い
な
い
こ
と

以
上
の
三
つ
の
資
絡
を
術
え

て
い
る
人
で
す
。

こ
れ
以
外
の
人
は
、
今
回
の

永
久
選
挙
人
名
簿
に
は
登
録
さ

て
い
る
限
り
永
久

的
に
藍
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
一
度
ご
自
分

の
眼
で
確
か
め
て
お
け
ば
、
あ

と
は
安
心
で
す
。
八
月
二
十
六

日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
の
間
に

ぜ
ひ
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

今
後
登
録
さ
れ
る
に
は

今
回
始
め
て
つ
く
ら
れ
た
永

久
選
挙
人
名
接
に
登
録
さ
れ
な

か
っ
た
人
、
今
后
登
録
さ
れ
る

資
格
を
得
た
人
（
た
と
え
ば
満

二
十
才
に
な
っ
た
人
）

ま
た
は
新
し
く
本
市
に
住
む

こ
と
に
な
っ
た
人
（
昭
和
四
十

一
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
本
市

に
住
み
は
じ
め
た
人
）
は
、
忘

れ
ず
に
当
選
挙
管
理
委
員
会
に

登
録
の
申
出
を
し
て
下
さ
い
・

今
后
は
、
蚕
録
の
申
出
の
あ

っ
た
人
に
つ
い
て
資
格
を
調
査

し
、
毎
年
二
回
、
三
月
と
九
月

に
選
挙
人
名
鑑
に
登
録
し
ま
す

黙
っ
て
い
て
は
登
録
さ
れ
ま

せ
ん

あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
む

だ
に
し
な
い
よ
う
、
選
挙
権
を

正
し
く
行
使
で
き
る
よ
う
、
必

ず
進
ん
で
登
録
の
申
出
を
し
て

下
さ
い
。

※
ご
注
意
補
充
選
挙
人
名
簿

の
制
度
は
な
く
な
り
ま
し
た

以
前
の
よ
う
に
選
挙
の
さ
い

選
挙
人
名
接
を
つ
く
っ
て
登
録

す
る
制
度
は
な
く
な
り
ま
し
た

か
ら
、
ご
注
意
下
さ
い
。

れ
ま
せ
ん
。

永
久
選
挙
人
名

簿
に
一
度
登
録
さ

れ
た
人
は
、
今
后

は
本
市
に
居
住
し

台
風
へ
の
心
が
ま
え

い
よ
い
よ
盛
夏
の
八
月
を
迎
え

ま
し
た
。
ゑ
な
さ
ま
、
い
か
が

お
過
し
で
す
か
。

八
月
か
ら
九
月
末
ま
で
に
は

二
つ
や
三
つ
の
大
き
な
台
風
が

く
る
も
の
と
覚
悟
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
本
全
体
か
ら
み
れ

ば
八
月
に
上
陸
す
る
台
風
が
最

も
多
く
、
と
く
に
西
日
本
に
来

襲
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
八

月
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
は

東
日
本
に
上
陸
傾
向
か
あ
る
よ

う
で
す
。

台
風
対
策
に
つ
い
て
は
、
ど

こ
の
ご
家
庭
で
も
十
分
研
究
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
せ
う
が
、
い

ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
尊

い
人
命
を
な
く
し
た
り
、
け
が

を
し
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
、
家
族
全
体
で
必
ず

避
難
訓
練
を
実
際
に
や
っ
て
み

る
こ
と
で
す
。
と
く
に
小
さ
い

お
子
さ
ん
や
老
人
の
い
る
家
庭

で
は
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ

い
。

三
年
前
よ
り
高
萩
地
区
の
家

屋
評
価
替
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
七
月
よ
り
松
岡

高
岡
地
区
の
家
屋
評
価
替
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
転
員
が

お
伺
い
し
た
時
は
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
岡
、
高
岡
地
区
の

家
屋
評
価
替
の
お
知

ら
せ

程表核健康診断結 日 (都合のよい日よい場所で受診して下さい）
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国
際
政
治
の
中
心
地
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
、
第
一
次
大
戦
後
の
国

岡
際
連
盟
の
本
部
が
設
置

約
一
時
間
半
ほ
ど
飛
ぶ
と
ア

ル
プ
ス
の
連
峰
が
見
え
は
じ
め

た
。
頂
き
は
磑
々
た
る
白
雲
に

お
お
わ
れ
中
腹
は
紫
色
に
、
麓

は
白
。
雲
た
な
び
き
峨
々
と
聟

え
る
様
は
あ
た
か
も
・
ハ
ノ
ラ
マ

を
見
る
如
く
で
あ
っ
た
。
私
は

高
度
八
千
米
、
時
速
八
百
粁
の

機
の
中
か
ら
写
真
を
と
っ
て
み

た
が
幸
い
弐
枚
ほ
ど
見
事
に
と

れ
た
。
機
は
こ
の
連
山
を
眼
下

に
見
、
旋
回
し
つ
呉
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
空
港
に
降
り
た
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
紀
元
前
五
八

年
よ
り
紀
元
後
四
四
三
年
ま
で

ロ
ー
マ
人
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ

て
い
た
が
、
現
在
型
ピ
ー
タ
ー

寺
院
の
あ
る
－
此
の
頂
に
砦
を
築

き
一
六
世
紀
カ
ル
ヴ
イ
ン
の
宗

教
改
革
の
中
心
地
と
な
っ
て
か

ら
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ

ム
の
影
響
を
う
け
落
着
い
た

清
楚
な
街
と
な
り
、
一
八
六
四

年
に
国
際
赤
十
字
の
本
部
が
置

か
れ
、
更
に
才
一
次
大
戦
後
に

は
国
際
連
盟
本
部
が
置
か
れ
て

国
際
的
中
心
都
市
と
な
っ
た
・

今
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
人
口
二

十
五
万
を
擁
し
、
レ
マ
ン
湖
に

面
し
湖
水
は
ロ
ー
ヌ
河
と
な
っ

て
流
れ
出
て
、
国
際
的
観
光
都

欧
米
を
旅
し
て

市
長
安
村
篤

市
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
、
ア
ヅ
プ

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
年
交
替
の
市
長
制
、
市
甑

会
議
員
よ
り
市
長
候
補
を
選

出市
役
所
は
今
か
ら
四
百
年
前

の
建
築
で
騎
馬
の
ま
ま
何
階
へ

で
も
登
れ
る
様
に
な
っ
て
い
る

騎
馬
の
ま
入
登
れ
る
の
に
は
い

ろ
ノ
、
の
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
。

吾
を
一
行
は
市
役
所
を
訪
問

し
た
が
、
市
長
と
知
事
が
応
待

し
て
く
れ
た
。

市
長
を
選
ぶ
に
は
、
市
会
議

員
中
、
市
長
候
補
を
五
人
選
び

任
期
は
四
年
、
一
年
交
替
で
あ

る
の
で
候
補
者
の
中
、
市
長
に

な
れ
な
い
者
が
一
人
出
来
る
こ

と
に
な
る
。
私
は
一
年
交
替
な

ら
四
人
を
選
ん
だ
ら
よ
い
で
は

な
い
か
と
尋
ね
る
と
、
従
来
よ

り
こ
の
制
度
で
行
っ
て
来
た
の

で
、
今
改
め
る
こ
と
に
な
る
と

容
易
で
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
前
例
を
改

め
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
な

い
こ
と
を
知
り
苦
笑
し
た
。

世
界
一
の
景
勝
地
・
外
貨
を

か
せ
ぐ
ス
イ
ス
、
時
計
の
オ

メ
ガ
、
ロ
ン
ジ
ン

一
応
型
通
り
市
の
沿
革
、
歴

史
を
聞
き
、
午
後
か
ら
職
員
の

【八】

せ
ず
、
自
由
に
ま
か
せ
て
も
外

貨
は
増
す
一
方
で
誠
に
世
の
楽

園
で
あ
る
。
産
物
と
し
て
は
時

計
で
あ
る
。
オ
メ
ガ
、
ロ
ン
ジ

ン
を
は
じ
め
多
数
の
時
計
が
造

り
出
さ
れ
る
。
私
も
求
め
て
来

た
が
１
時
間
の
正
確
さ
は
、
い

ま
だ
に
時
報
と
一
秒
の
違
い
も

な
い
程
で
あ
る
。

甥

案
内
で
観
光
に
出
か
け
た
．

元
の
国
際
連
盟
や
現
在
の
国

際
労
仇
機
櫛
本
部
等
を
見
、
エ

リ
イ
湖
畔
へ
と
出
た
。
エ
リ
イ

湖
の
水
は
碧
灸
と
澄
ん
で
白
鳥

が
数
百
羽
群
を
な
し
て
遊
泳
し

て
い
る
。
て
ん
ノ
、
と
機
帆
船

も
走
っ
て
い
て
、
周
囲
は
小
高

い
丘
で
緑
な
す
中
に
は
、
白
亜

の
別
荘
、
住
宅
等
が
隠
見
す
る

西
側
は
街
並
が
続
き
高
層
な
建

物
が
林
立
し
て
い
る
。
私
は
自

動
車
で
湖
の
周
辺
を
廻
つ
た
が

さ
す
が
に
世
界
一
の
称
あ
る
景

勝
地
で
あ
る
と
思
っ
た
。
年
を

こ
の
地
に
遊
ぶ
者
そ
の
数
を
増

し
、
外
貨
や
物
資
の
取
締
り
も

ス
イ
ス
は
永
世
中
立
国
で
あ

る
激
動
す
る
世
界
の
中
で
中
立

を
守
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

烈
強
の
な
か
に
厳
然
と
中
立
を

守
り
通
し
て
い
る
。
即
ち
国
費

の
三
分
の
一
は
軍
事
費
症
か
け

一
行
は
有
名
な
モ
ン
プ
ラ
ン

に
登
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ

の
日
は
雨
模
様
な
の
で
、
洲
本

の
山
本
君
と
登
ら
す
に
時
計
屋

へ
と
出
か
け
た
。
山
本
君
が
オ

メ
ガ
と
覚
え
て
い
て
訪
ね
た
が

解
ら
な
い
、
解
ら
な
い
の
も
道

理
オ
メ
ガ
を
扱
う
店
は
数
百
店

も
あ
る
。
私
は
大
体
の
コ
ー
ス

を
覚
え
て
い
た
の
で
漸
く
訪
ね

あ
て
た
。

モ
ン
プ
ラ
ン
の
麓
は
曇
で
あ

っ
た
が
、
中
央
は
晴
渡
り
眺
望

絶
佳
と
聞
き
六
千
米
の
山
頂
を

踏
破
し
な
か
っ
た
こ
と
を
甚
だ

残
念
に
思
っ
て
い
る
。

一
永
世
中
立
を
守
る
ス
イ
ス

国
賓
三
分
の
一
は
軍
事
費

一
永
遠
の
都
ロ
ー
マ
、
キ
リ
ス

ト
教
文
化
の
中
心
地
、
人
口

今
や
二
五
○
万
人

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
ロ
ー
マ
へ

ア
ル
プ
ス
を
南
に
み
て
弐
時
間

で
飛
ん
だ
。

ロ
ー
マ
は
今
か
ら
二
千
七
百

年
前
即
ち
紀
元
前
七
五
四
年
前

に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
都
市
国

家
か
ら
王
制
と
な
り
、
つ
い
で

共
和
制
と
な
る
に
従
い
領
土
を

着
々
と
拡
張
し
、
つ
い
に
紀
元

前
一
世
紀
か
ら
の
帝
政
時
代
に

は
遠
く
ア
フ
リ
カ
か
ら
近
東
に

至
る
ま
で
を
支
配
下
に
お
さ
め

ギ
リ
シ
ャ
文
化
を
う
け
つ
ぎ

永
遠
の
ロ
ー
マ
と
た
た
え
ら
れ

る
黄
金
時
代
を
享
受
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
十
四
世
紀
か
ら
幾

多
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
も

キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
と
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
確
固
た
る
地
位
を

占
め
今
日
に
至
っ
た
。
一
八
七

一
年
イ
タ
リ
ヤ
統
一
が
な
り
、

ロ
ー
マ
は
イ
タ
リ
ヤ
の
首
府
と

て
い
る
。
ま
た
二
十
才
か
ら
四

十
才
ま
で
は
兵
役
に
服
す
る
義

務
を
持
っ
て
い
て
、
六
ヶ
月
間

は
い
か
な
る
男
子
も
兵
役
の
義

務
に
服
し
教
育
を
う
け
る
。
教

育
を
う
け
た
者
は
、
武
器
を
自

宅
に
も
っ
て
か
え
り
、
一
朝
こ

と
あ
る
時
は
、
銃
を
と
っ
て
国

境
を
守
る
。
飛
行
機
、
戦
車
、

そ
の
他
の
武
器
も
世
界
の
烈
強

に
劣
ら
ぬ
装
備
を
持
っ
て
い
る

か
か
る
軍
事
力
が
あ
っ
て
こ
そ

国
を
守
る
こ
と
が
出
来
得
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

な
っ
た
。
現
在
は
人
口
二
百
五
一
一

十
万
を
擁
し
、
政
治
の
中
心
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
観
光
都
市

と
し
て
、
又
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
教

の
総
本
山
バ
チ
カ
ン
市
国
の
所

在
地
と
し
て
毎
年
数
百
万
の
観

光
客
を
迎
え
て
い
る
。
．
〈
チ
ヵ

ン
国
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
の
時
代
に

一
国
を
形
成
し
、
周
囲
わ
ず
か

に
四
四
米
、
人
口
千
五
百
人
で

一
国
を
な
し
軍
隊
も
あ
れ
ば
す

べ
て
が
国
の
組
織
を
な
し
て
い

る
。

私
等
は
ミ
ケ
ラ
ン
ゼ
ロ
の
設

計
に
よ
る
教
会
の
中
に
入
っ
て

聖
へ
テ
ロ
を
つ
な
い
だ
鎖
を
み

た
。
ミ
ケ
ヲ
ソ
ゼ
ロ
が
彫
刻
し

た
大
理
石
の
生
き
生
き
し
た
姿

を
み
て
今
更
な
が
ら
の
名
彫
刻

に
麓
い
た
。

ロ
ー
マ
法
王
庁
の
中
は
壮
厳

筆
舌
に
尽
し
難
く
、
そ
の
華
蝿

さ
は
目
も
く
ら
む
ば
か
り
、
中

央
に
法
皇
の
ミ
イ
ラ
が
弐
体
あ

っ
た
。
ガ
ラ
ス
張
り
で
外
か
ら

見
る
こ
と
が
出
来
猶
代
女
の
法

皇
の
墓
所
も
こ
の
中
に
あ
る
。

私
等
は
数
千
年
前
に
オ
・
ヘ
ラ
を

上
演
し
た
建
物
を
み
て
如
何
に

ロ
ー
マ
が
大
古
よ
り
文
化
の
進

ん
で
い
た
か
を
察
し
た
も
の
で

あ
る
。
ロ
ー
マ
の
社
会
保
障
制

度
を
調
査
す
る
余
裕
が
な
か
っ

た
の
を
残
念
に
思
っ
た
が
、
美

人
で
仇
き
盛
り
の
者
が
、
子
供

を
か
異
え
て
物
乞
い
を
し
て
い

る
の
に
は
驚
い
た
。

一

一
写
真
古
代
ロ
ー
ニ

〆
の
遺
跡
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